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57年度決算

計会般一

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
、
第
三
回

定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
決
算
額
二
十
【
億
六
千
二
百

八
十
三
万
一
干
九
百
二
十
五
円
、
歳
出
決
算
額
一
一
十

億
五
千
八
百
十
九
万
五
千
七
百
一
一
十
五
円
で
し
た
。

●
諸
収
入

●
財
産
収
入

●
使
用
料
及
び
手
数
料

●
分
担
金
及
び
負
担
金

●
軽
自
動
車
税

●
村
た
ば
こ
消
費
税

●
特
別
土
地
保
有
税

●
電
気
税

村民税　轟
　362，921

ω
。。
●
寒

辰
“
。
。
ω

び
・
寒

鳥
、
。

税
5
7

産
β

資
2
6
　
菟

定
3

固
　
　
侮
．

葱

　す慧

£錫騰
譜　轡
総県
錨　291，312
お　13．5％

　　　　％萱i。

　　笹
　噛・　　地方交付税

　　　　　　　550，065
1肇奉　　　　25・4％

D　　尋

也　物20629％

し
O

保国

老人保健拠出金
1。4％　3，716千1且1

保健施設費0．1％3玉2干
その他3、8％

　
歳
入
総
額
は
二
億
九
千
六
十
二
万
五

百
二
十
四
円
、
歳
出
総
額
は
二
億
六
千

八
百
三
十
四
万
五
千
八
百
三
十
八
円
。

内
訳
は
図
の
と
お
り
で
す
。
歳
入
歳
出

差
引
二
千
二
着
二
十
七
万
四
千
六
百
八

十
六
円
の
剰
余
金
を
残
し
決
算
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険

決
算
の
あ
ら
ま
し
計

　
歳
入
額
二
十
一
億
六
千
二
百
八
十
三

万
一
千
九
百
二
十
五
円
の
う
ち
、
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
村
税
で
、

前
年
度
に
比
べ
約
一
億
二
千
八
十
万
円

増
え
、
十
四
％
伸
び
て
い
ま
す
。
次
い

で
国
か
ら
の
交
付
金
で
あ
る
地
方
交
付

税
、
伸
び
率
十
・
六
％
で
し
た
。

　
歳
出
は
二
十
億
五
千
八
百
十
九
万
五

千
七
百
二
十
五
円
。
農
林
水
産
業
費
が

二
十
一
・
一
％
と
最
も
大
き
な
割
合
を

し
め
、
次
い
で
土
木
、
総
務
、
教
育
と

い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
建
設
事
業
と
し
て
は
、
農
林
水

産
業
関
係
の
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
な
ど
。
土
木
関
係
で
道
路
整
備

事
業
、
教
育
費
で
小
・
中
学
校
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
工
事
な
ど
で
す
。

●
地
方
譲
与
税

●
自
動
車
取
得
税
交
付
金

●
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

会別特

保険給付費87．0％　　　　　　￥

　　　233，550千円

　　二国庫支出金臼50。0％・

　　　　　143，576千円1

　繰入金L　O％

3も離円’ll轍
　その他0．9％

総務費7．7％

20，629千円

入
出

歳
歳

税
は
一
世
帯
当
り
八
万

七
千
六
百
四
十
四
円
。

一
人
当
り
二
万
九
千
百

六
十
円
納
め
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
方

被
保
険
者
の
受
け
る
診

療
費
に
つ
い
て
は
、
一

人
当
り
年
間
四
～
五
回

病
気
に
か
か
り
、
六
万

八
千
百
三
十
二
円
支
出

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

道水

　
こ
こ
数
年
、
水
需
要
は
横
バ
イ

状
態
が
続
い
て
い
る
の
で
維
持
管

○
○

理
に
重
点
を
お
き
企
業
の
合
理
化
に
よ

る
経
費
節
減
を
は
か
り
、
独
立
採
算
に

よ
る
健
全
な
運
営
に
努
力
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
料
金
及
び
加
入
金
を
改

正
し
ま
し
た
の
で
、
事
業
収
益
費
用
差

引
当
年
度
二
千
五
百
二
十
六
万
円
余
り

の
黒
字
経
営
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
建
設
改
良
事
業
は
、
区
画
整
理

区
域
内
の
配
水
管
布
設
工
事
と
消
火
栓

四
基
を
新
設
し
、
消
火
設
備
拡
充
を
は

か
り
ま
し
た
。
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56，334

2．7％

費会議

農林水産業費
　　　434，754

　　　21．1％

費
44
％
「

　
0
5

木
似
3

　
8
1

土
3

商　工　費
　5，102　　0．3％

災害復旧費
　19，560　　1．O％

夷冤，

　
　
　
　
q
9
。
＼
。

　
　
　
　
　
危
．

翼轟

鯵
頸
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
衛
硲 歳出

2，058，195

　　　干円
諸支出金

191，635

　　9．3％

●　●　●　●　●　●

出繰積公維扶
　　　　持
資出立債補助
　　　　修
金金金費費費

　　八〇三六
　八七一二五
　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ

ニー三六八五
六四四五三四
六一四九〇二

●
災
害
復
旧
事
業

　
　
二
一
、
一
七
七

●
国
庫
補
助
事
業

二
六
四
、
六
七
九

●
県
補
助
事
業

　
一
二
八
、
五
．
一
〇

●
単
独
事
業

　
西
三
、
三
八
五

性質別
歳出内訳

2，058，195千円

その他
　395，783
醗珪19．2％

物件費
187，486　9．1％

補助費等
　　359，759
　　17．5％

　・亀．＝’．’い一

㌦人件費
　　457，413

☆β亀郷

　
［

費
52
％

業
’7
3
2

事
5
7

設
6

建

「

計会別特

決算のあらまし

⑦給水戸数……・…・……・2，346戸

④給水人ロ…・…一………9，645人

㊥普及率…・………・……・98．2％

㊥年間配水量・一……1，375，199㎡

㊥1日配水量……………3，767㎡

●水道事業収益

　　　　　…一・・200，308，746円

　・営業収益……198，422，625円

　・営業外収益……1，886，121円

●水道事業費……175，045，259円

　・営業費用……127，398，176円

　・営業外費用……47，647，083円

○収支差引当年度純利益

　　　　　　　　・・25，263，487円

○資本的収支…一一23，404，000円

○　〃　支出・……一39，083，317円

○収支差引不足額…15，679，317円

老人保健

　
昭
和
五
十
七
年
度
末
現
在
の
受
給
者

数
は
六
百
十
三
人
で
す
。

歳
入
合
計
は
一
千
三
百
六
十
八
万
六

千
円
、
歳
出
合
計
一
千
二
百
六
十
一
万

八
千
九
百
十
五
円
。
差
引
百
六
万
七
千

八
十
五
円
を
残
し
決
算
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
に
つ
い
て
は
図
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
う
ち
実
際
に
お
年
寄
り
が
医
者

に
か
か
り
、

歳
出

医
療
給
付
費

l　　　a7％
繰入金850千円
　　　6．2％

12．327千円

＼　97．7％

村
が
医
療
機
関
に
支
払
っ

　
た
金
額
（
医
療
給
付

　
費
）
は
一
千
二
百
三

　
十
二
万
七
千
百
八
十

　
四
円
で
、
全
体
の
九

　
十
七
・
七
鰹
で
す
。
受

　
給
者
一
人
当
り
二
万

　
百
九
円
で
す
が
、
老

人
保
健
法
は
二
月
診

総務飾羅』η

　　　審査支払手数料
　　　　　　　32千円
　　　　　　　0．3％

　
療
分
か
ら
実
施
さ
れ

　
た
の
で
、
昭
和
五
十

、
七
年
度
に
つ
い
て
は

　
一
ヶ
月
分
で
す
。



昭和58年11月10日（4）広報こうなん

欄

一般会計

講1億3，298万円を追加
第3回定例会で11議案を可決・認定

　
昭
和
五
十
八
年
度
議
会
第
三
回
定
例

会
が
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
三
日
ま
．

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
提
出
議
案
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
一

般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
十
［

議
案
で
、
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
さ
れ

－
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7
年
度
決
算

　
　
　
昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
、
国

　
　
　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特

　
　
　
別
会
計
、
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別
会

　
　
　
計
、
水
道
事
業
特
別
会
計
の
各
決
算
に

　
　
　
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

　
　
　
お
り
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算

　
　
　
●
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
五
十
八
年
度
の
県
支
出
金
や
地
方
交

　
　
付
税
の
決
定
、
道
路
の
改
良
工
事
や
役

　
　
　
場
車
庫
の
追
加
工
事
等
で
補
正
の
必
要

　
　
　
が
生
じ
た
た
め
、
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
三
千
二
百

　
　
　
九
十
八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

　
　
　
総
額
を
十
九
億
九
百
十
万
三
千
円
と
し

　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
各
歳
出
補
正
額

　
　
　
●
議
会
費
…
…
…
…
十
万
円

　
　
　
●
総
務
管
理
費
…
…
一
千
六
百
十
八
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
円

　
　
　
●
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

　
　
　
　
　
　
・
）
L
）

●
統
計
調
査
費
・

●
児
童
福
祉
費
…

●
農
業
費
…
…
…

●
道
路
橋
り
ょ

う
費
…
…
…

●
教
育
総
務
費
…

●
小
学
校
費
…

計
補
正
予
算

…
四
十
八
万
円

…
：
七
十
万
円

　
…
百
十
二
万
三
千
円

　
…
九
千
八
百
二
十
八

　
　
万
六
千
円

…
…
一
千
二
百
五
十
万

　
　
円

　
…
百
三
十
一
万
三
千

　
　
円

…
…
二
百
三
十
万
円

●
昭
和
五
十
八
年
度
老
人
保
健
特
別
会

　
五
十
七
年
度
決
算
が
確
定
し
、
繰
越

金
が
百
六
万
二
千
円
出
た
の
で
、
一
般

管
理
費
に
五
万
四
千
円
、
償
還
金
に
百

万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
億
九
千
二
百
三
十
五
万
一
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
委
員
の
任
命
等

　
教
育
委
員
、
公
平
委
員
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
の
任

期
満
了
に
と
も
な
い
、
あ
ら
た
に
委
員

の
任
命
、
選
任
、
推
せ
ん
の
同
意
を
議

会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
長
谷
川
七
郎
…
…
再
任

住
所
　
江
南
村
大
字
三
本
六
八
四
番
地

生
年
月
日
　
大
正
十
四
年
十
一
月
二
十

　
　
　
　
　
四
日

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
持
田
　
宗
昌
…
…
再
任

住
所
　
江
南
村
大
字
押
切
一
〇
〇
番
地

生
年
月
日
　
明
治
四
十
五
年
四
月
二
日

　
吉
田
　
宝
作
…
…
再
任

住
所
　
江
南
村
大
字
成
沢
二
九
八
番
地

生
年
月
日
　
大
正
三
年
十
一
月
六
日

　
上
杉
　
　
正
…
…
新
任

住
所
　
江
南
村
大
字
千
代
六
〇
〇
番
地

生
年
月
日
　
大
正
十
一
年
二
月
四
日

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任

　
福
田
　
秀
治
…
…
再
任

住
所
　
江
南
村
大
字
上
新
田
二
五
六
番

　
　
　
地

生
年
月
日
　
大
正
五
年
九
月
二
十
三
日

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

　
柴
　
　
芳
夫

住
所
　
江
南
村
大
字
柴
一
五
三
番
地

生
年
月
日
　
大
正
九
年
十
一
月
二
十
三

　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か

●
税
条
例
の
改
正

　
本
年
八
月
か
ら
金
融
機
関
で
、
毎
月

の
第
二
土
曜
日
が
休
日
と
な
っ
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
税
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

●
江
南
村
国
土
利
用
計
画
の
策
定

　
江
南
村
の
土
地
の
有
効
利
用
を
は
か

る
た
め
、
江
南
村
国
土
利
用
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

）
　
）

　
　
点
検
は

　
　
防
火
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
し
め
く
く
り

　
ー
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
ー

　
本
格
的
な
冬
の
火
災
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
火
災
の

多
発
期
で
す
。

　
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

ま
で
秋
期
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
の
上
半
期
に
お
け
る
全
国
火
災

件
数
は
、
昨
年
に
比
較
し
て
減
少
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
約
八
分
間
に
一
件
の

割
合
で
火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、

死
者
は
減
少
し
、
一
日
当
り
六
人
の
死

者
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
当
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
も
、
昨

年
中
の
火
災
件
数
九
十
二
件
に
対
し
A

本
年
九
月
現
在
で
四
十
八
件
で
、
昨
年

に
比
し
十
八
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
管
内
み
な
さ
ま
方
日
ご
ろ
の
火

災
予
防
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

　
死
者
防
止
対
策
の
徹
底

二
、
家
庭
お
よ
び
地
域
に
お
け
る
防
火

対
策
の
推
進

三
、
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全
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雛

難
灘

　
　
　
慨
　
堵
　
耽

霧て鱗、瓢壽懇
篠幾

1一

鰹灘

篶
、

…
　
、
灘

議㌧
　一辮釜灘．

κ禦
耽

5廓

　　　　難　　　　　　　　　　　　　フォト　　　　　　　騨i　呼哺　難難獺翻』○
　　　　　▲豪快な一投（砲丸投げ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲熱心に話を聞く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニュース　　F　　　　　　　　　令
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　☆お年寄りの交通安全教室　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧所蹴勝襟灘講犠、禦鑑諜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪　　　集まったお年寄りは約40人、ユーモァをまじえた講師の話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　や映画に熱心に聞き、見入っていました・（写真右上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　☆村民体育祭．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　10月9日に予定されていた体育祭は、あいにくの雨で1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　日順延、翌10日体育の日に行われました。開会式に続き、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萎　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　9時から100m競争を皮きりに競技開始。トラックのまわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　りには各字のテントもはられ、にぎやかな声援の中、うな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪　　　ぎつかみ競争や回転まぶし組みリレーといったものから、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛　　　1500m競争まで、いろいろな種目が行われました。そして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨　　　最後を飾る一般の字別リレーでは、男女とも三本が優勝に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋　　　かがやき、18回をむかえた大会の幕を閉じました。　（写真
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難妻翻ン検診1。月4日．5日の2日間、胃ガンの集団検

　　　　▲レントゲンで胃ガン発生を監視。　　　　　　診が行われました。日本人の死因トツプはガン・農村セ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンターと農業総合センターの2会場合せ13Q人の方が受検
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しました。　（写真左下）
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描醗捲疑lil　i一
　
　
へ
、

』
！
自
』
…
・
周
…
ー
…
『

国
鉄
再
建
監
理
委
員
会

　
国
鉄
再
建
策
を
政
府
に
意
見
具
申
す

る
た
め
、
亀
井
正
夫
氏
（
住
友
電
工
会

長
）
を
委
員
長
と
す
る
学
識
経
験
者
五

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
審
議
機
関
。
国

鉄
の
赤
字
は
、
一
日
当
た
り
実
質
六
十

億
円
に
も
上
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
国
の
財
政
に
重
荷
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
最
終
的
に
は
国
民
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
は
ね
返
っ
て
く
る
の
は
目

に
見
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
五
十
七

年
七
月
に
出
さ
れ
た
臨
調
の
基
本
答
申

は
「
国
鉄
の
分
割
、
民
営
化
に
よ
る
再

建
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
た
め
の
具
体

的
な
方
策
を
審
議
・
決
定
す
る
機
関
と

し
て
、
総
理
府
に
国
鉄
再
建
監
理
委
員

会
を
新
設
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
六
月
十
日
の
初
会
合
で
、
中
曽
根
首

相
は
「
国
鉄
σ
経
営
全
般
に
わ
た
り
具

体
的
で
実
効
性
の
あ
る
再
建
対
策
案
を

策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
。

こ
れ
を
受
け
て
、
効
率
的
な
経
営
形
態

の
確
立
な
ど
健
全
な
国
鉄
事
業
の
運
営

を
実
現
す
る
た
め
の
体
制
を
、
六
十
二

年
七
月
末
ま
で
に
整
え
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

二
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、
必
要
な
国
鉄
再

建
策
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

匿
鞠
…
墨
墨
聖
蜜
亀
量
聖
増
…
鞠
旨
旨
冒
…
…
唖

　
の
確
保

四
、
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

　
以
上
、
本
運
動
を
ご
配
慮
の
う
え
、

積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
火
災
の
予
防
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
各
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
、
次

の
事
項
を
守
っ
て
火
災
の
発
生
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
老
人
、
幼
児
、
病
人
等
身
体
の
不
自

　
由
な
人
の
寝
室
は
、
避
難
し
や
す
い

　
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
ガ
ス
レ
ン
ヂ
等
を
使
用
し
て
い
る
時

　
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合
は
必
ず
火
を

　
止
め
て
、
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
離

　
れ
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
火
あ
そ
び
は
、
絶
対
さ
せ

　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
物

　
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
消
火
器
は
、
家
庭
全
員
が
使
え
る
よ

　
う
に
訓
練
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
熊
谷
地
区
消
防
本
部
で
は
、

防
火
指
導
な
ら
び
に
正
し
い
消
火
器
の

使
い
方
、
講
習
会
、
防
災
映
画
会
、
防

災
フ
ィ
ル
ム
の
貸
出
な
ど
を
行
い
ま
す

の
で
、
自
治
会
、
町
内
会
、
婦
人
会
な

ど
の
単
位
で
予
防
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
電
話
で
の
問
い
合
せ
は

　
費
二
二
－
四
四
四
四
　
予
防
課
へ
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いざという時の
一
』

¢めた

老人ホーム避難訓練

て階段へ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
端

為
閣
劉
劉
圏
駈
㎝

ばんの難所だ。F常階段を降り

　
小
江
川
二
二
九
六
番
地
に
あ
る
、
社

会
福
祉
法
人
・
武
蔵
野
ユ
ー
ト
ピ
ア
ダ

イ
ア
ナ
ク
ラ
ブ
（
老
人
ホ
ー
ム
）
で
は
、

三
ヵ
月
お
き
に
火
災
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
た
九
月
三

十
日
に
も
訓
練
は
行
わ
れ
、
建
物
前
の

林
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
、
午

前
十
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
火
災
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
の
音
と

と
も
に
、
防
空
頭
巾
姿
の
お
年
寄
り
た

ち
は
、
ま
ず
建
物
中
央
の
階
段
の
ド
ア

を
閉
め
ま
す
。
次
い
で
二
手
に
別
れ
、

東
と
西
の
非
常
階
段
か
ら
降
り
て
行
き

ま
す
と
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

な
か
な
か
大
変
そ
う
。
で
も
み
ん
な
一

生
懸
命
で
す
。

）

’
）

▼職員の方が実際に放水を行う。▼けが人をタンカに乗せて運ぷ。
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難雛講灘難難嚢嚢鍵婆

き
繋欝響難難i
・一茎『r　慧

i麟i簸　　灘

　
　
　
　
　
　
饗
灘
齪

〉
十
一
階
建
て
、
百
二
十
四
人
の
お
年
寄
り
が
住
ん
で
い
る
。

／、

へ

　
地
上
へ
降
り
た
ら
坂
を
く
だ
り
、
五

十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
、
坂
の
途
中

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
へ
避
難
し
、
こ
こ

で
よ
う
や
く
ひ
と
休
み
。

　
け
が
人
の
手
当
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
け
が
人
役
の
お
年
寄
り

を
タ
ン
カ
に
乗
せ
、
職
員
が
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
ま
で
運
び
ま
す
。
け
が
人
を
降

。みんな真剣に聞く。「けがをしたらこう

ろ
し
た
ら
、
看
護
婦
さ
ん
が
や
け
ど
等

の
応
急
手
当
の
方
法
を
説
朋
し
ま
す
。

　
入
所
者
中
の
量
局
齢
者
、
九
十
一
歳

の
印
牧
貞
治
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ

て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
階
段
を
降
り
る
の
は
苦
に
な
ら
な

い
ん
で
す
よ
σ
毎
朝
毎
朝
、
雨
の
日
も

風
の
日
も
一
時
間
半
、
必
ず
歩
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
ら
。
」

　
こ
の
よ
う
な
元
気
な
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
し
か
し
多
く
の
お
年
寄

り
た
ち
に
と
っ
て
、
実
際
に
自
分
の
足

を
使
っ
て
行
う
こ
う
し
た
訓
練
は
、
楽

な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
で
も
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
火
を
出
さ

な
い
こ
と
が
第
一
な
の
は
当
然
。
し
か

し
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

▲91歳とは思えない、元気な

印牧さん。
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鞭鑛蝋戴醗織

黛騰鐡華鐡畿

鵬欝鱒簸灘

織㊥絆繭辮欝解

雛露

菱鰻蕪諜i灘

難舞i

難簑i
難繋

購鞘囎硲鰻

懸婁

灘

　
麟
　
　
　
　
　
　
　
鐵
．
・

邊
黙
鷲
鑑
．
ぽ
、
羅
囎
禰

　
　
　
き
・
　
　
苗
縫
霧
鷺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
∴
難

　
　
　
　
　
　
睡
，
上
押
切
婦
人
部

　
上
押
切
地
区
で
は
、
コ
ス
モ
ス
や
ケ

イ
ト
ウ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
草

花
に
よ
る
地
域
の
美
化
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
上
押
切
婦
人
部
の
活
動
の
一

環
で
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
呼
ば
れ

今
年
で
二
年
目
で
す
。

　
と
か
く
自
分
の
家
の
庭
は
き
れ
い
に

し
て
も
そ
れ
以
外
に
は
な
か
な
か
手
の

届
か
な
い
も
の
。
庭
だ
け
で
な
く
道
ば

た
も
み
ん
な
の
手
で
花
を
植
え
、
き
れ

い
に
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
。

ま
ず
最
初
は
道
ば
た
で
も
育
つ
丈
夫
な

花
を
探
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
一
人
一

鍵灘

薫

記
を
つ
け
た
り
、
花
に
つ
い
て
の
俳
句

や
短
歌
を
作
っ
た
り
し
て
は
と
い
う
話

も
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
現
在
植
え
て
あ
る
の
は
比
較
的
丈
夫

な
花
で
す
が
、
今
度
は
埼
玉
の
県
花
・

サ
ク
ラ
ソ
ウ
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と

研
究
中
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
漁
、
マ
ス
釣
り
大
会

野
原
親
睦
会

▲熱心につり糸をたれる。

〔
先
月
号
の
答
え
〕

　
1
四
飛
、
同
玉
、
1
二
飛
、
同
香
、

2
六
桂
、
1
三
玉
、
2
五
桂
ま
で
七

手
詰〔

解
説
〕

　
初
手
2
五
桂
打
は
1
四
玉
で
失
敗

し
ま
す
。
ま
ず
1
四
飛
が
一
枚
目
の

捨
て
駒
で
、
同
桂
は
2
五
桂
以
下
簡

単
。
同
玉
に
1
二
飛
が
決
め
手
と
な

り
、
玉
め
逃
げ
道
を
な
く
し
解
決
。

な
お
、
手
順
前
後
の
初
手
1
二
飛
は

同
玉
で
失
敗
し
ま
す
。

　
う
す
ぐ
も
り
の
九
月
十
八
日
（
日
）

野
原
地
区
親
睦
会
（
会
長
・
神
谷
栄
、

会
員
二
十
名
）
主
催
に
よ
る
、
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
マ
ス
釣
り
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
約
六
百
匹
を
放
流
、
午
前
八
時
の
開

始
と
と
も
に
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
皆
大
漁

で
大
喜
び
。
一
人
の
事
故
、
け
が
も
な

く
、
会
員
も
有
意
義
な
催
し
に
大
満
足

の
よ
う
す
で
し
た
。

　
人
が
自
分
の
家
の
前
、
裏
、

・
脇
を
き
れ
い
に
し
、
花
を
植

念残
え
た
り
、
草
花
の
交
換
な
ど

が
も
し
な
が
ら
今
の
よ
う
に
な

のい
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

なで
　
最
初
の
年
は
草
取
り
な
ど

一
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
な
か
な

ラカ
カ
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

▲
現
在
は
み
ん
な
花
を
育
て
る

　
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、
花
日

○
○

詰
　
将
　
棋

　
出
題
　
五
段
　
有
野
　
芳
人

●
ヒ
ン
ト
…
ン
飛
と
角
が
受
け
に
良

　
く
働
い
て
い
ま
す
。
死
角
に
入
れ

　
て
し
ま
い
ま
し
よ
う
。

　
　
　
先
手
　
持
駒
　
角
金
銀

　
一
二
三
四
五
六
七

123456
金 舅 尋

王 拙

重 柔 歩

公
給
領
収
証
を
お
忘
れ
な
く

　
あ
な
た
が
料
理
店
や
ホ
テ
ル
な

ど
を
利
用
し
た
と
き
は
、
料
理
飲

食
等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。
こ

れ
は
店
が
県
に
代
っ
て
税
金
を
受

け
と
り
、
県
に
納
め
る
制
度
で
す
。

こ
の
時
店
の
経
営
者
が
税
金
を
預

か
っ
た
し
る
し
と
し
て
発
行
す
る

の
が
「
公
給
領
収
証
」
で
す
。
飲

食
店
等
ご
利
用
に
な
っ
た
ら
、
必

ず
、
こ
の
「
公
給
領
収
証
」
を
お

忘
れ
な
く
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

▼
間
合
せ
　
熊
谷
県
税
事
務
所

　
魯
二
三
－
二
八
〇
一

）

し
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ひ
と
こ
と

イ
ン
タ
ビ
ユ
i

　
読
書
の
秋
ー
秋
の
夜
長
に
読
書
を

楽
し
む
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
十
月

十
一
日
、
移
動
図
書
館
さ
き
た
ま
号
を

利
用
し
に
来
た
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

，（

（

千代下林申二郎さん

i
よ
く
利
用
な
さ
い
ま
す
か
。

　
え
え
、
毎
回
ね
。
借
り
た
ら
返
し
に

来
な
い
と
な
ら
ん
し
。
本
は
安
く
な
い

か
ら
ね
、
借
り
た
方
が
い
い
し
、
図
書

館
の
方
で
も
た
く
さ
ん
来
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
よ
。

ー
お
好
き
な
本
は
。

　
あ
ま
り
た
め
に
な
ら
な
い
、
毒
に
も

薬
に
も
な
ら
ん
本
が
い
い
ね
。

ー
ど
う
し
て
で
す
。

　
私
は
勉
強
と
か
で
な
く
、
暇
つ
ぶ
し

に
い
い
か
ら
読
む
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ

り
本
が
な
い
と
さ
み
し
い
ね
。

ー
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
か
。

　
え
え
、
以
前
妻
沼
に
住
ん
で
い
た
ん

で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
利
用
し
て
い

ま
し
た
。

1
お
好
き
な
本
は
。

　
以
前
は
手
芸
の
本
と
か
。
最
近
は
小

説
な
ど
を
よ
く
借
り
ま
す
。

1
要
望
を
ひ
と
言
。

　
読
み
た
い
と
思
う
本
が
あ
ま
り
お
い

て
な
く
て
。
も
う
少
し
豊
富
に
あ
れ
ば

い
い
ん
で
す
け
ど
。
で
も
、
そ
の
場
に

な
か
っ
た
り
、
新
刊
書
な
ど
リ
ク
エ
ス

ト
す
れ
ば
後
で
読
め
る
の
は
い
い
で
す

ね
。

板井秋元沖さん

虚め妙傘君』
　　　　ヤ～～～

面村宗⑱
埜　　　　　　〆“父
亡
ん
が
猿
行
小
ら

ヨ
牢
》
マ
き
た
よ
！

ツ

ホ
置
、
つ
嚇

劣
み
“
サ

だ・

よ

麗
し
9

～
　
．
．
　
隔

験
、

鮒q篇隙劉

　　喧　花轟膚
存　　　“

　グ、勿曳（　㌧・
曳∠“4

巡ち、が謹

／へ

（

厳臨琶

　
夜
な
べ
i
知
っ
て
は
い
て
も
、

今
で
は
口
に
出
し
て
使
う
こ
と
の

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
言
葉
の
一

つ
で
す
。
勉
強
の
“
一
夜
漬
け
”

や
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
「
徹
夜
」
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
夜
中
ま
で
手

仕
事
な
ど
に
精
を
出
す
こ
と
が
少
■

な
く
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
夜
な
べ
と
い
う
言
葉
の
語

源
を
辞
書
で
見
る
と
、
二
つ

の
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
つ
は
「
昼
ヲ
夜
二
延
ベ
テ

時
間
ヲ
補
フ
コ
ト
」
（
大
言
海
）
。

つ
ま
り
「
夜
延
べ
」
が
夜
な

べ
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
。

も
う
一
つ
は
「
夜
、
鍋
を
か

夜ねべ

け
て
夜
食
を
と
り
な
が
ら
仕
事
を

す
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
」
（
広
辞

苑
）
。
こ
ち
ら
は
「
夜
鍋
」
に
由
来

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
夜
な
べ
は
歳

時
記
で
は
秋
の
季
題
。
昔
の
農
村

で
は
、
秋
の
夜
長
に
男
は
縄
な
い

や
ム
シ
ロ
編
み
な
ど
を
、
女
は
糸

つ
む
ぎ
、
針
仕
事
な
ど
を
し
た
も

の
で
す
。
こ
ん
な
と
き
の
明
か
り

は
、
鍋
が
か
か
っ
た
イ
ロ
リ
の
火

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
か
り
を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
“
夜
な
べ
”
を
す
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
灯
台
守
で
す
。

灯
台
守
の
厳
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
は
、

映
画
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
無
人
化
が
進
み
、
全
国
に
二
千

五
百
五
十
二
か
所
（
五
十
八
年
三

月
現
在
）
あ
る
灯
台
の
う
ち
、
有

人
灯
台
は
わ
ず
か
九
十
一
か
所
に

な
り
ま
し
た
。

．
そ
し
て
灯
台
そ
の
も
の
も
変
わ

　
　
っ
て
、
光
を
出
す
だ
け
で
な

　
　
　
、

灯
台
に
代
わ
っ
て
、

の
洋
式
灯
台
で
あ
る
観
音
崎
灯
台

（
神
奈
川
県
）
が
着
工
し
た
の
が

二
の
日
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
一
“
零
、
．
・

　
　
　
　
　
　
愚
，

　
　
／
弄

く
　
音
波
や
電
波
を
使
っ
て

位
置
を
知
ら
せ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
十
一
月
一
日
は
灯
台
記
念

日
。

　
か
が
り
火
や
油
紙
で
囲
っ

た
灯
火
1
い
わ
ゆ
る
和
式

　
　
　
　
　
　
日
本
で
最
初



いち　ぱ　輪難罵’㈱繍揮簿

　　i■と　き　11月17日㈲受付午後1
　　　日寺～1日寺30分
　　i■ところ　村民体育館
　　i■対象
　　　1期・昭和56年7月1日～12月
　　　31日生

　　i■と　き　11月30日㈱受付午後1

　　i　時～1時30分
　　i■ところ　村民体育館
）　i■対象
　　：　』昭和54年4月2日～55年4月1
　　i　日生

1
） i”’　一　…』　・’一　“

㌦）

日常生活での困りごとや心配ご
とでお悩みの方は、毎月第4火曜　i

日にご相談に応じております。　　i
どうぞお気軽にお出かけください。i

■とき　　　　　　　　i
11月22日㈹　　　　　　　　　i
午前9時30分～正午　　　　　　i

■ところ　　　　　　i
江南村母子健康センター　　　　i

■ところ
村民体育館前庭

※どなたでも無料で借りられ、リ
クエストもできます。どうぞご
利用ください。

■融資額
　1進学者当り50万円以内
■融資期間
高校進学の場合……3年以内
大学進学の場合……4年以内

■取扱期間
昭和58年11月～59年4月まで

i■利率年8．2％（今年は利率i
i　　　『　が下げられました。）

i■取扱・申込窓ロ
i　国民公庫、銀行、信用金庫、信　：
i用組合、労働金庫、農協など

i■問合せ

毎年、年末になりますと、ごみ　i

の収集場所にごみの山が見受けら　：

国民金融公庫熊谷支店
魯0485－21－2731

※現在ご利用されている方でも、

新たに進学される方がおられる
場合は別口で利用できます。

※進学積立貯金をされている方は
内容等に若干の違いがあります。

お近くの郵便局にご相談くださ
いQ

給与の支払者（源泉徴収義務者）

れますが、ともすると収集日以外　iは、1年聞の給与総額が確定する
の日であったりするため、年越し
をしてしまうことがあります。

きれいな環境でお正月を迎える
ため、早めに決められた収集日に
出してください。

’）　　■と　き
　　　11月10日（木）
　　　12月8日（木）
　　　2月10日（金）
　　　3月6日（火）
　　　午後2時45分～3時45分

i年末に、その納めるべき税額を計　i
i算し、今までの源泉徴収税額との　：
　過不足額を求め、その金額を徴収　l
iまたは還付することが必要となり
iます。この精算の手続を「年末調　i

i整」と呼んでいます。この手続の　i
i説明会が次の日程で行われます。
i　案内をお受けになつた方は、ご
i出席ください。

i　なお、個人事業者で青色申告を
iされている方については、後日決　i
i算説明会の際に年末調整の説明を
　します。

i■と　き

v
鰹催

κ麗繍蝋蕪ウ〆

i　11月17日休）11月18日㈹　　　　i
i　2日間とも牛前の部は9時30分、i
i午後の部は1時30分開始．　　　　i
i■ところ　熊谷市立勤労会館　　　i

’　埼玉県中小企業振興センターで　i
iは、下請取引（製造業・修理業）　i
iのあっせんに関する巡回相談（無　i
i料）を次の日程で行っています。　i
：どうぞお気軽にご利用ください。　l

i■とき　　　　　　i
i　12月7日　午前10時～午後3時　i
、■ところ　　　　　　　　i
i　埼玉県中小企業団体中央会熊谷　i
’　支所（熊谷商工会議所2階）

i※なお、当センターでは、常時相　i
i　談を受け付けています。　　　i

i■間合せ　　　　　　　　i
i　　（財）埼玉県中小企業振興セン　i

i　ター（埼玉県大宮合同庁舎3階）i
鵬　下請振興課　盈0486－41－8611　i

…1髄　鰹鑛i鑛　i
　日本損害保険協会では、全国54　：
iか所に「自動車保険請求相談セン　i
，ター」を設置し、自動車事故によ　i

　る保険請求について、一切無料で　i
i相談をお受けしています。　　　　’

i■相談日時　　　　　　　 i
i　月曜から金曜までは午前9時30　i
i　分～午後4時40分。土曜日は正　i
，　午まで（ただし第2土曜は休み）i
i■ところ　埼玉県の場合、大宮市　i
i　仲町2－25・明治生命大宮ビル　i

i　3階費0486－42－4647　　　i

　
　
税
を
知
る

　
　
週
　
　
間

　
　
1
1
月
1
1
日
～
1
7
日

　
国
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広

い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
国
が
活
動
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
税

金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
、
使
い

み
ち
な
ど
を
皆
さ
ん
に
十
分
に
理
解
し

て
い
だ
だ
き
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
国
税
庁
で
は
昭
和
四
十
九

年
か
ら
「
税
を
知
る
週
間
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
十
年
目
に
当
た
る
今
年
も
、
十
一
月

十
一
日
（
金
）
か
ら
十
七
日
（
木
）
ま

で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、
こ
の

期
間
中
『
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生

き
て
い
る
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
た

座
談
会
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
の
臨
時
税

務
相
談
、
税
金
展
の
開
設
な
ど
各
種
の

行
事
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
税
金
に
つ
い
て
困
っ
た
と
き

や
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
税
を
知
る
週

間
中
に
限
ら
ず
、
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。



1賢楚磐昌購艦器禁需欄炎麓鶴昆螢垂繭講　羅慧韮
、
網

“

　
献
血
と
は
、
血
液
を
必
要
と
す
る
人

が
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
輸
血
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
健
康
な
人
が
す
す
ん

で
血
液
を
提
供
す
る
行
為
で
す
。

　
血
液
の
需
要
は
年
々
増
え
、
供
給
さ

れ
る
量
は
ス
レ
ス
レ
状
態
、
今
あ
な
た

の
血
液
が
必
要
な
の
で
す
。

　
献
血
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
献
血
を
す
る
場
合
は
事
前
に
医
師
に

よ
り
健
康
状
態
を
み
て
も
ら
い
、
献
血

し
て
も
大
丈
夫
な
人
だ
け
が
で
き
ま
す
。

で
す
か
ら
献
血
で
き
る
と
い
う
こ
と
自

体
、
そ
の
人
が
健
康
で
あ
る
こ
と
の
一

つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

ご
寄
付
に
感
謝

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
実
行
委
員
会
・
商

工
会
青
年
部
よ
り
、

江
南
村
社
会
福
祉
協

議
会
へ
八
万
円
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

（

（

　
　
さ
ら
に
、
検
査
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

献
血
さ
れ
た
血
液
の
生
化
学
的
検
査
を

　
行
い
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
タ
ン
パ
ク

　
な
ど
六
項
目
に
つ
い
て
、
本
人
あ
て
に

　
結
果
を
通
知
し
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
こ
協
力
を

　
　
江
南
村
で
も
次
の
と
お
り
献
血
が
行

　
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
願
い

し
ま
す
。

継蒙　彗．

萎
轍
難
．
轍
、

鱒
　
．
蓋
　
欄
囎
轟
嚢
鐡
．
・
鍵
鰹
灘

藁
灘
露
妻
毫
　
彗
　
｛

　
　
や
　
　
竃
　
・
〆
』
〆
年
〆
嵩
　
マ
舘
《
臨
軽
謹
霞
、
仲
蒔
触
悼
響
軋
ウ
　
x
　
〆

鐡
灘
垂
彗
誕
講
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
蒸
、
・
．
乎
蓬
飛
雛
蛇
餓
蹴
X
朝
嚢

　
灘
灘
葦
　
華
毫
臨
轍
、

‘
爵
、
謝
．
．
帽
諄
乎
躍
織
．
、
轟
仲
豊
嚇
創
漣
軋
醍
薄
轟
ウ
、
霜
亭
冨
．
樒
贈
欝
、
織
陀
繊
備
醤
鞭

轟
璽
灘
奎
奎
盟
藻
　

　
　
、 　

　
■
と
　
き

　
　
　
十
二
月
十
四
日
（
水
）
午
後
一
時
～

　
　
　
三
時

　
　
■
と
一
』
ろ

　
　
　
江
南
村
母
子
健
康
セ
ン
タ
；

　
　
■
献
血
で
き
る
人

　
　
▽
年
齢
満
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

　
　
▽
体
重
が
男
性
の
場
合
四
十
五
㎏
、
女

　
　
　
性
四
十
㎏
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
▽
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
以
上
経
過

　
　
　
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
▽
過
去
六
ヵ
月
以
内
に
妊
娠
し
て
い
な

　
　
　
い
こ
と
。

　
　
▽
献
血
前
の
検
診
で
、
医
師
が
健
康
と

　
　
　
認
め
る
こ
と
。

灘
灘
錨
麗
器
　
彗
諄
葦

　
野
霜
．
偲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
　
軸
靴
蹴
　
轟

葦
皿
、
　
　
忠
雷
．
璽
．
㈹
織
難

羅
撞
、
躍
、
．
．
質
萎
、
＄
萎
．
蝋
畷
、
、
、
、
轟
、
萎
難
難
繊
、
灘

嚢
鰯
　
奎
　
鞭
　
謹
鞭
灘

覇
毒
奎
鍵
＠
叢
墨
彗
．
鵬
甜

　
ぱ

㊧
…
鰯
醐
、
　
撞
謹
纏

嚢
董
　
欝
隙
、
“
　
題
灘
語
　

灘轟
　
鱗
鰯
㎜
灘
鍵
灘
鞘
舳
　

（
　
だ
－

ひ
ろ
が
り
ま
す

　
　
　
　
　
市
外
局
番
（
〇
四
八
五
）
不
用
の
地
域

　
こ
れ
ま
で
市
外
局
番
（
〇
四
八
五
）
　
　
　
電
話
を
お
か
け
に
な
る
時
は
、
市
内

を
ま
わ
し
て
通
話
し
て
い
た
地
域
（
図
　
　
通
話
と
同
じ
よ
う
に
、
直
接
「
市
内
局

の
斜
線
部
分
）
が
、
十
一
月
二
十
四
日
　
　
番
と
お
客
さ
ま
番
号
」
を
お
ま
わ
し
く

（
木
）
午
後
二
時
か
ら
市
外
局
番
な
し
　
　
だ
さ
い
。

で
づ
な
が
り
ま
す
。

／へ入　　　　1妻沼町
　　　　・　深谷市　　　馬
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額嚢
馨

　
　
　
　
　
　
撒

獅子舞

　
「
獅
子
」
と
は
「
し
し
」
と
読
む
、

も
ち
ろ
ん
想
像
上
の
動
物
で
す
。
も
ど

に
な
っ
た
の
は
、
百
獣
の
王
と
い
わ
れ

る
「
ラ
イ
オ
ン
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん
の
で
、
昔

は
鹿
や
猪
な
ど
の
動
物
も
「
シ
シ
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
獅
子
は
、
遠
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
通
っ
て
、
そ
の
知
識
や
姿
、
図
柄
が

も
た
ら
さ
れ
、
お
正
月
の
獅
子
舞
や
各

地
の
獅
子
踊
や
駒
犬
の
姿
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
想
像
上
の
動
物
に
移
り
変
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

　
　
獅
子
頭
の
魔
除
け
信
仰

　
昔
の
人
は
、
獅
子
に
限
ら
ず
「
頭
」

に
は
不
思
議
な
力
や
能
力
な
ど
が
宿
っ

て
い
る
と
考
え
、
そ
の
姿
を
似
せ
る
場

合
、
頭
の
部
分
は
念
入
り
に
、
ま
た
、

強
調
さ
れ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
左
右
の
目

玉
、
歯
を
む
き
出
し
た
大
き
な
口
、
大

あ
ぐ
ら
を
か
い
た
鼻
、
さ
ま
ざ
ま
の
形

を
し
た
角
、
遠
目
に
も
目
立
つ
赤
や
黒

の
顔
、
と
き
に
よ
っ
て
は
恐
ろ
し
い
顔

に
見
え
、
あ
る
い
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔

に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
見
た
ら
忘
れ
ら
れ

な
い
顔
の
よ
う
で
す
ね
。

　
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
獅
子
頭
は
、
災

や
ぐ
か
ら
村
落
や
人
々
を
守
る
魔
除
け

と
し
て
信
仰
さ
れ
、
ま
た
御
神
体
と
し

て
敬
わ
れ
た
り
、
こ
の
獅
子
頭
を
使
っ

た
舞
踊
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
南
村
の
サ
サ
ラ
獅
子
舞

　
江
南
村
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
に
は
多

く
の
獅
子
舞
が
あ
り
ま
す
。
庶
民
の
生

活
の
中
で
大
切
な
意
義
を
持
つ
行
事
の

た
め
、
民
俗
芸
能
と
し
て
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
い
っ
そ
う
保
存
に
力
を
入
れ

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
獅
子
舞
は
、
江
戸
時
代
ご
ろ
か
ら
全

国
に
広
ま
り
ま
す
。
も
と
に
な
っ
た
の

は
、
伊
勢
皇
太
神
宮
の
大
神
楽
だ
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
江
南
村
に
は
二
つ
の
獅
子
舞
が
知
ら

れ
、
須
賀
広
八
幡
神
社
と
上
押
切
八
幡

神
社
を
中
心
に
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
獅
子
舞
の
様
子
を
簡
単
に
紹
介
す
惹

と
、
ど
ち
ら
の
獅
子
舞
も
男
獅
子
二
頭

と
女
獅
子
一
頭
の
、
三
頭
一
組
で
、
こ

れ
に
「
お
か
め
」
や
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」

の
「
道
化
」
が
入
っ
て
、
一
度
・
，
二
度

）

）

▲上押切の獅子舞（昨年の文化祭から）

と
決
っ
た
場
面
を
数
回
舞
う
も
の
で
す
。

花
飾
な
ど
で
着
飾
っ
た
四
人
の
「
花
笠
」

が
そ
の
周
囲
に
立
っ
て
「
サ
サ
ラ
」
と

い
う
竹
製
の
楽
器
を
演
奏
し
ま
す
。

　
サ
サ
ラ
の
出
す
サ
ラ
サ
ラ
と
い
う
音

色
は
よ
ほ
ど
好
ま
れ
た
ら
し
く
、
獅
子

舞
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
両
者
と
も
、
良
く
似
た
内

容
を
持
っ
た
獅
子
舞
で
す
が
、
獅
子
の

姿
、
衣
装
や
役
割
、
家
を
廻
る
な
ど
に

差
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
出
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
保
存
会
で
後
継
者
育
成

　
中
秋
の
こ
ろ
に
行
わ
れ
る
獅
子
舞
、

お
祭
り
で
す
が
、
豊
作
お
祝
い
や
災
や

く
を
払
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
目
的
を

持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
祭
日
の
前
後

は
、
忙
し
く
も
あ
り
、
ま
た
楽
し
い
日

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昔
を
語
っ
て
く

れ
た
人
は
、
、
み
な
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
現
在
も
上
押
切
の
獅
子
舞
は
保
存
会

を
結
成
し
、
年
配
者
か
ら
若
者
へ
と
後

継
者
の
育
成
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
お
だ
や
か
な
日
ざ
し
の
中
、
か

ろ
や
か
な
笛
や
太
鼓
そ
し
て
サ
サ
ラ
の

音
色
に
合
せ
て
舞
れ
る
獅
子
の
姿
は
、

感
概
の
深
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
八
幡
神
社
の
境
内
は
、
奉
納
さ
れ

る
獅
子
舞
を
見
る
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
は

そ
の
中
の
一
人
に
な
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
、

　
　
）
》

　
　
　
　
　
r
k

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
〔
辮
毒

成
沢

　
福
田
　
昌
功
　
二
男
　
（
宗
　
治
）

三
　
本

　
大
久
保
千
春
　
二
女
　
　
（
徳
　
宣
）

上
新
田

　
清
水
　
史
記
　
二
男
　
（
敏
　
彦
）

押
　
切

　
高
野
　
　
賢
　
長
男
　
　
（
　
明
　
）

樋
春

　
平
井
　
　
仁
　
二
男
　
（
正
　
仁
）

御
正
新
田

　
橋
本
理
美
二
女
（
満
）

須
賀
広

　
吉
田
　
裕
道
　
三
男
　
　
（
徹
　
也
）

野
原

　
岩
田
　
欣
大
　
長
男
　
　
（
修
　
一
）

柴　
山
田
　
剛
志
　
長
男
　
　
（
政
　
夫
）

小
江
川

　
大
久
保
和
紀
　
長
男
　
　
（
秀
　
雄
）

　
野
口
　
恵
長
女
（
正
己
）
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